
                         令和５年２月21日一部改正 

                      北 海 道 農 政 部 競 馬 事 業 室

                   
    北海道競馬騎手服等取扱要領 

  

第１ 趣旨 

     北海道地方競馬実施条例施行規則（昭和５２年８月２５日北海道規則第６４

号）第５０条及び第５２条の規定により、騎手服等及びむちの使用については

この要領による。 

 

第２ 騎手服等の使用 

     騎手は、競走において騎乗するときは、騎手服（以下「服色」という。）、 

帽子、保護ベスト及びゼッケンを用いなければならない。 

 

第３ 服色の申請・指定 

  １ 騎手は、別記第１号様式の服色指定申請書をあらかじめ知事に提出して、服

色の指定を受けなければならない。 

 

  ２ 自己の服色を使用して出走させようとする馬主は、１と同様にその指定を受

けなければならない。 

     なお、中央競馬会の登録を受けた服色を申請する場合にあっては、その旨申

請書に記載する。 

 

  ３ 知事は、服色の指定に当たっては、第６の規定する服色の制限に反しないと

認めたときは、その服色を指定し、別記第２号様式により申請者に通知する。 

   なお、次に掲げる事項については指定しない。 

(1) 既に北海道が指定している服色又はこれと紛らわしい服色 

  (2) 中央競馬会で登録のある服色と同じ服色又はこれらと紛らわしい服色 

  (3) 馬主が死亡した事により取り消された服色は１年を経過するまで指定しな 

い。ただし、相続人が馬主である場合は、この限りではない。 

 

 ４ 知事は、３により指定した服色は、次に掲げる事項を記載した別記第３号様

式の服色指定台帳により管理するものとする。 

  (1) 服色 

  (2) 騎手又は馬主（申請者） 

  (3) 指定番号及び指定年月日 

 (4) 中央競馬会登録の有無 

 (5) 服色の枚数 

 (6) 管理調教師 

  

５ 知事は、次に掲げる事項に該当した場合は、指定を取り消すことが出来る。 

(1) 服色指定取消申請書の提出がされた場合 

(2) 過去２年間馬主服を利用しなかった場合 



(3) 申請馬主が馬主の資格を喪失した場合 

(4) 申請馬主が死亡した場合 

 (5) 管理調教師が不在となった場合 

   なお、指定を取り消した場合は、別記第４号様式により通知する。 

 

第４ 服色及び登録事項の変更 

    指定された服色又は登録事項を変更しようとする騎手、馬主は、別記第５号

様式の服色登録事項変更申請書をあらかじめ知事に提出して、服色の指定を受

けなければならない。 

 

第５ 服色の使用 

  １ 騎手は、第３で指定した服色を着用して出走馬に騎乗することとし、その際、

馬主が指定を受けた服色を優先するものとする。  

ただし、やむを得ない事由により指定した服色を使用することが出来ない場

合は、騎乗する騎手の服色を使用することとする。 

  ２ 馬主は、指定された服色の使用にあたっては十分な枚数を用意し、管理調教

師に受け渡すこととする。 

 ３ 調教師は、馬主が指定を受けた服色を使用して出走する際は、原則として、

第３で指定した管理調教師のみが管理する馬主服を騎手に手交し使用するこ

とを認める。 

  ４ 交流競走の際の服色は、次のとおりとする。 

  (1) 中央競馬会所属馬に中央競馬所属の騎手若しくは北海道競馬所属騎手（他の 

地方競馬所属騎手を含む。）が騎乗する場合は、中央競馬会所属の馬主が中

央競馬主催者の登録を受けた服色を原則とする。 

(2) 他の地方競馬所属馬に他の地方競馬所属の騎手が騎乗する場合は、所属地 

方競馬主催者の指定を受けた服色を原則とする。 

   ただし、他の地方競馬所属馬の馬主が北海道で服色の指定を受けている場合

は、出走申込み時に申請を行えば使用を認める。 

  (3) 中央競馬会所属騎手が当該競走以外の競走に騎乗する場合は、北海道競馬が 

指定した服色とする。 

 

第６ 服色の制限 

  １ 服色の指定は、騎手、馬主それぞれ１人につき１種とする。 

 ２ 共有馬主は、共有代表馬主が登録した服色を使用する。 

  ３ 服色の規格は、詰めえり式で長そでとする。 

  ４ 服色の標示の種類は、次のとおりとし、複数の標示を組み合わせることがで

きる。 

  （1）別紙１（(1)～(21)） 

   (2) その他知事が認める標示 

  ５ 服色に使用する色は、赤、薄赤、桃、黄、薄黄、茶、えび茶、緑、薄緑、青、

水、紫、薄紫、ねずみ、黒、白、橙とする。  

 ６ 胴及び袖の地色はそれぞれ１色とする。 

 ７ 標示の色は、胴、袖それぞれ１色とする。 



 ８ 標示の種類は、胴の前後、袖の左右は同じものとする。 

 

第７ 服色指定の取消し 

   服色の指定を受けている騎手、馬主は服色を取り消す場合は、服色指定取消

申請書を知事に提出しなければならない。 

 

第８ 枠服の使用 

 １ 中央競馬会所属騎手が馬主服を使用出来ない理由がある場合 

   （事前に連絡があり、裁決委員の許可を得た場合のみ使用出来る） 

 ２ 中央競馬会所属騎手が当該交流競走以外の競走に騎乗する場合 

   （北海道が指定した馬主服が無い場合） 

 ３ 地方競馬所属騎手が騎手服を使用出来ない理由がある場合 

   （事前に連絡があり、裁決委員の許可を得た場合のみ使用出来る） 

 ４ その他 

   裁決委員の許可を得ない枠服の使用は許可しない。 

 ５ 枠服の標示 

   別紙２のとおり 

 

第９ 帽子の使用 

      騎手は、競走において騎乗するときは、当該競走に係る連勝番号別に次のと

おり保護帽を使用するものとする。 

連勝番号

枠内 内側 外側 内側 外側 内側 外側 内側 外側 内側 外側 内側 外側 内側 外側 内側 外側

色

7 81 2 3 4 5 6

橙 桃白 黒 赤 青 黄 緑
 

   ただし、当該競走において、同枠に同じ服色（馬主服）があった場合は、次

のとおり色分けした保護帽を使用し騎乗しなければならない。 

   

連勝番号

枠内 内側 外側 内側 外側 内側 外側 内側 外側 内側 外側 内側 外側 内側 外側 内側 外側

色 白 白・ねずみ 黒 黒・黄 赤 赤・白 青 青・白 黄 黄・白 緑 緑・白 橙 橙・白 桃 桃・白

7 81 2 3 4 5 6

                                                                                                                                                                                                                                      

 

第10 ゼッケンの使用 

      騎手は、競走において騎乗するときは、当該競走の馬番号を明示したゼッケ 

ンを鞍下に装着しなければならない。 

 

第11 保護ベストの使用 

   騎手は、競走において騎乗するときは、次に掲げる保護ベストを使用しなけ

ればならない。 

 １ ＪＲＡ基準 DESCENTE   

  ２ ヨーロッパ基準 EN13158:2000 Level1以降 

  ３ オーストラリア基準 ARB 1998 

  ４ イギリス基準 Satra Jockey Vest Standard Document M6 issue 3 



  ５ アメリカ基準 ASTM F2681-08 

          ASTM F1937 

 

第12 むちの基準 

   騎手が競走において使用するむちは、次に掲げる基準を満たさなければなら 

ない。    

 １ むちの長さは７７センチメートル未満であること。 

 ２ 馬体保護のため、むちの先端から一定の部分にわたって衝撃吸収素材を用い

たパッドを装着したものであること。 

 ３ パッドの長さは１７センチメートル以上であること。 

 ４ パッドの幅は２センチメートル以上４センチメートル以下であること。 

 ５ パッドの表面は滑らかで突起物がなく、衝撃吸収機能が損なわれる加工が施

されていないこと 

 ６ パッド部分に付属物が装着されていないこと。 

 

第13 その他 

  この要領に定めていない事項については、その都度協議のうえ決定するもの

とする。 



地色

胴 （ ）色

袖 （ ）色

標示

胴

（ ）

（ ）

袖

（ ）

（ ）

管理調教師名 管理調教師名 管理調教師名

管理調教師名 管理調教師名 管理調教師名

管理調教師名 管理調教師名 管理調教師名 管理調教師名

標示色

標示色

標示名

標示名

区　　　　　分 馬主　・　騎手
服色の標示

（標示及び色彩）

使用開始予定日 令和　　　年　　　月　　　予定

中央競馬会の登録有無 無　・　有

服色の枚数 　　　枚

申請者 住　　所

氏　　名

連 絡 先

服色について指定を受けたいので、北海道騎手服等取扱要領第３の規定により、

次のとおり申請します。

別記第１号様式

服色指定申請書

令和　　年　 　 月 　　日

知事　鈴木　直道　様

記



         とおり指定するとともに、使用することを許可します。

馬主・騎手区　　　　　分

服色の標示
（標示及び色彩）

令和　  年　  月    日

　　　　　　　　　　様

（印鑑省略）

令和　　年　　月　　日

指定番号

使用開始日

別記第２号様式

服色指定書

記

知事　　　鈴木　直道

　令和　　年　　　月  　　日付で申請のあった服色については下記の



服色指定番号 服色指定番号
使用開始日 使用開始日
地色 胴 地色 胴

腕 腕

表示 胴 表示 胴
標示名 標示名
標示の色 標示の色

そで そで
標示名 標示名
標示の色 標示の色

管理調教師 管理調教師

服色指定番号 服色指定番号
使用開始日 使用開始日
地色 胴 地色 胴

腕 腕

表示 胴 表示 胴
標示名 標示名
標示の色 標示の色

そで そで
標示名 標示名
標示の色 標示の色

管理調教師 管理調教師

騎手･馬主免許番号 騎手･馬主免許番号

別記様式第３号 服　色　指　定　台　帳
騎手名　・　馬主名 騎手名　・　馬主名

服色の標示 服色の標示

服色の標示 服色の標示
騎手･馬主免許番号 騎手･馬主免許番号
騎手名　・　馬主名 騎手名　・　馬主名



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　月　　日

　
（印鑑省略）

別記第４号様式

服色指定取消書

　　　　　　　　　　　　様

知　事 　鈴木　直道

令和　年　　月　　日付で指定した服色について、は下記の理由に
　 　　　　　　より取り消しましたので通知する。

記

取消理由

区　　　　　分 馬主・騎手　　

服色標示

指定番号



（新服色）
地色

胴 （ ）色

袖 （ ）色

標示

胴

（ ） （旧服色）

（ ）

袖

（ ）

（ ）

※変更する項目にチェックをお願い致します。

　　服色について指定された内容を変更したいので、北海道騎手服等取扱要領第４の規定に

服色指定番号

　より、次のとおり申請します。

記

管理調教師の
追加・変更・削除

中央競馬会登録の有無

区　　　　　分 馬主　・　騎手

変更理由

新服色標示

別記第５号様式

令和　 　年　   月 　　日

知事　鈴木　直道　様

申請者 氏　　名

服色登録事項変更申請書

□

□

□

旧服色標示

標示色

標示名

服色の枚数の変更

（新服色標示）

□

標示名

標示色



氏　　名
連絡先
馬主番号

取消理由

服色標示

　 　 より、次のとおり申請します。

区　　　　　分 馬主・騎手　　

記

服色指定について取り消したいので、北海道騎手服取扱要領第９の規定

別記第６号様式

令和　　年　　月　　日

知事　鈴木　直道　　様

服色指定取消申請書

申請者 住　　所



（３）帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服色標示の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙　１

（１）輪
イ ロ

（２）一文字



（４）山形
イ ロ

ハ ニ

ホ



（５）襷
イ ロ

（６）縦縞
イ ロ

（７）格子



（１０）うろこ

（８）元ろく

（９）ダイヤモンド



（１３）星散

（１１）井桁絣

（１２）玉霰



（１４）蛇目散

（１５）銭形散

（１６）無表示



（１7）四つ裂

（１８）複数山形

（１９）こま形



（20）縫目

（２１）三角形



内枠 外枠 内枠 外枠

白、黄Ｖ襷 白、黄Ｖ襷、袖黄一本輪 黒、黄Ｖ字 黒、黄Ｖ襷、袖黄一本輪

内枠 外枠 内枠 外枠

赤、白Ｖ襷 赤、白Ｖ襷、袖白一本輪 青、白Ｖ襷 青、白Ｖ襷、袖白一本輪

内枠 外枠 内枠 外枠

黄、白Ｖ襷 黄、白Ｖ襷、袖白一本輪 緑、白Ｖ襷 緑、白Ｖ襷、袖白一本輪

内枠 外枠 内枠 外枠

えび茶、白Ｖ襷 えび茶、白Ｖ襷、袖白一本輪 桃、白Ｖ襷 桃、白Ｖ襷、袖白一本輪

７枠 ８枠

５枠 ６枠

３枠 ４枠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枠服の標示                                別紙２
１枠 ２枠



内枠 外枠 内枠 外枠

白 白・ねずみ 黒 黒・黄

内枠 外枠 内枠 外枠

赤 赤・白 青 青・白

内枠 外枠 内枠 外枠

黄 黄・白 緑 緑・白

内枠 外枠 内枠 外枠

橙 橙・白 桃 桃・白

　　　　　　　　　　　　　　　　　　帽色                                
１枠 ２枠

３枠 ４枠

５枠 ６枠

７枠 ８枠

・帽子の使用について

騎手は、競走において騎乗するときは、当該競走に係る連勝番号別に
保護帽を使用するものとする。

ただし、当該競走において、同枠に同じ服色（馬主服）があった場合は、
外枠の騎手が色分けした保護帽を使用し騎乗しなければならない。


